
区分 単位 1単位

科目名 時間数 30時間

講師名 履修学年 2年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 地域包括ケアシステムーチームアプローチー 講義

6 地域包括ケアシステムー療養の場の移行に伴う看護ー 講義

7 地域療養を支える社会資源と制度ー医療保険ー 講義

8 地域療養を支える社会資源と制度ー介護保険ー 講義

9 地域療養を支える社会資源と制度ー難病法ー 講義

10 地域療養を支える社会資源と制度ーエンドオブライフー 講義

11 地域療養を支える社会資源と制度ー高齢者施策ー 講義

12 地域療養を支える社会資源と制度ー障がい者に関する法律・権利擁護ー 講義

13 講義

14 演習

15 試験

使用教科書・教材・参考書

ナーシンググラフィカ　在宅看護論①　地域療養を支えるケア  メディカ出版

成績評価の方法

筆記試験　80％

出席状況　20%

備考

全て各クラスでの授業

授業内容

専門分野

地域・在宅看護方法Ⅰ

非常勤講師　

地域・在宅ケアにおけるケアマネジメントや地域包括ケアシステムの基本、関係機

関・職種との連携の必要性、社会資源を学ぶ。

1.地域・在宅看護の対象者の特性とその支援の基本を理解する。

2.地域・在宅ケアを支える制度や社会資源を理解する。

3.地域・在宅看護に携わる多職種について理解する。

事例演習

まとめ/試験

学習内容

地域包括ケアシステムについて

地域包括ケアシステムにおける社会資源－地域包括支援センターー

地域包括ケアシステムにおける社会資源－多職種連携ー

地域包括ケアシステムにおけるケースマネジメント

地域療養を支える社会資源と制度ー発達段階の多様性ー


